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Ⅰ 問題と目的 
「行動障害への指導力向上に向けた プログラムの効

果 ―プログラムの効果の質的分析―」において行った

プログラムの結果分析から，参加者に対する知識や行動，対

象者への行動に良好な結果を及ぼすことを示すことができ

た。本プログラムのもう一つの特徴は，実際のデータを取り

ながら，グループで対象者への取り組みを検討しながら取り

組む形式を取ったことであった。本報告においては，このよ

うな取り組みが教師個人と教師集団としての意識に対どの

ような影響を与えたかについて最終アンケートの自由記述

の質的分析をとおして検討することを目的とした。 
Ⅱ 方法 
１．参加者・期間・プログラム、データ収集および分析方法

前報と同じであった。プログラム終了時に行ったアンケ

ートの自由記述を KJ 法で整理を行った。 
Ⅲ 結果と考察 
「自分の行動に何かよい変化があったか」の質問には，参

加者 32 名のうち，16 名が「大変あった」，12 名が「少しあ

った」，1 名が「変化はなかった」と答え，3 名が無回答であ

った。自由記述を整理した結果，A~D の大カテゴリーが抽

出された。「A．行動分析の学習による変化」に 1．子どもの

行動の見方の変化 2．子どもの行動の記録を付ける良さ 3．
新たな対応方法の実践の 3 つサブカテゴリーとであり，その

他は B．反省的実践者としてのスタート C．子どもの実態把

握への関心の広がり D．チームアプローチへの影響と命名さ

れたグループに整理された。 

「グループにおいて１つの事例について取り組む活動は

必要であるか」の質問には参加者 32 名のうち，24 名が「大

変思う」，6 名が「少し思う」と答え， 2 名が無回答であっ

た。ＫＪ法を用いてた自由記述の整理を Fig.1 に示した。こ

こでは，1．教師集団の現状，2．情報共有による学び，3．
細部にわたる実態把握，4．機能的なチームの形成，5．より

良い指導に向けて，6．今後の課題の 6 つのカテゴリーが抽

出された。「1．教師集団の現状」は「2．情報共有による学

び」に影響を与え，「2．情報共有による学び」と「3．細部

にわたる実態把握」は共に，「4．機能的なチームの形成」に

影響を与えている。また，「4．機能的なチームの形成」は「5．
より良い指導に向けて」に影響を与え，「6．今後の課題」へ

と続いていくと考えられた。 
教師個人として参加の利点として上げられたものの多く

は，行動分析固有の知識や子供の評価法とそれらから自分の

指導法の妥当性に関する記述に加えて，チームアプローチに

よる教師間の共通理解の推進が挙げられた。また，Fig.1を
からは，本プログラムの特徴により，個としての教師のアプ

ローチから教師集団のとしてのアプローチの以降に影響を

与える可能性を示唆していると考えられる。行動障害に対応

していくためには、個人の知識や技能もさることながら、教

師集団としての取り組む技量が必要となると考えられる。本

プログラムはその方向性に総内容を内包していると考えら

れる。  
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